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１．今期のトピックスと決算実績

２．今後の成長戦略と課題

３．ご参考
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09期6月期 主なトピックス

大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット「ヘラクレス」に上場

アテネオリンピック 体操金メダリスト 米田功とマネジメント契約

北島康介 日本コカ・コーラ社と所属契約更新

株式会社フライパン設立
（レストラン『bills』に関する事業展開を目的とした、トランジットジェネラルオフィス社との合弁会社）

「TAKE ACTION」とTBCグループとのコラボレーション契約
※「TAKE ACTION」は、中田英寿が代表を務める一般財団法人「TAKE ACTION FOUNDATION」の行う活動のひとつです。

北島康介 日本マクドナルド社と広告出演契約
ベネッセコーポレーション社と広告出演契約

BS民放5局共同特別番組を共同プロデュース・制作
番組名『LANDSCAPE アスリート、その視線の彼方』(年末年始放映)

北京オリンピック走幅跳日本記録保持者 井村久美子（旧姓：池田）とマネジメント契約

プロウェイクボーダー 手塚翔太とマネジメント契約

1０月

９月

1１月

1２月

1月

３月
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09期6月期 主なトピックス

「TAKE ACTION in 甲府」エキシビションマッチ開催

「TAKE ACTION」と東芝社とのコラボレーション契約

「きぼう」日本実験棟有償利用事業者に決定

中田英寿 日本コカ・コーラ社と広告出演契約

「TAKE ACTION」とJALとのコラボレーション契約

当社及び株式会社ワイズインテグレーション 本社移転&オフィス統合

５月

６月

７月
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09期6月期 決算業績

（単位：百万円）
■09期 6月期 連結業績

連結 08/6期実績 09/6期実績 前期比

売上高 6,791 5,889 86.7%
営業利益 363 74 20.4%
営業利益率 5.3% 1.3% ―
当期純利益 150 0.13 0.1%

総括

・例年通りやや下期偏重の傾向と見込んでいた各事業での受注案件が、長引く経済不況に伴う企業の広告
宣伝費、販売促進費の削減などの影響もあり、予定通り取り込めなかった。

・特にコンテンツ開発事業において、景気悪化の影響等により当初想定していた収益性の高い自社コンテン
ツを活用した大型案件が実現しなかった。

・ＰＲ事業においては収益安定を図り、長期契約であるレギュラー案件に注力して営業活動を実施。ほぼ昨
年通りの売上を確保したが、一方で販促費などの影響を直接受けやすい単発契約のスポット案件では売
上が減少。また、固定報酬型ビジネスに関しても収益管理（単価や原価の設定）に改善の余地あり。さらに
高収益が望める成功報酬型のビジネスモデルの導入の進捗の遅れも起因している。
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PR事業

（単位：百万円）
総括

収益向上と安定的な事
業運営を目指し、レギュ
ラークライアントの獲得
に注力。結果、既存レ
ギュラークライアントとの
継続契約に加え、新規
レギュラークライアント
の獲得も順調に推移し
た。
レギュラークライアント
に対し、当社のきめ細か
なサービスを提供するこ
とでパートナーとしての
関係を築きつつ、
追加提案を積極的に行
うことで、効率よく、収益
の拡大を実現した。

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期比

売上高 1,178 963 81.7%

営業利益 185 215 116.1%

営業利益率 15.7% 22.3% -

■09期 6月期 業績

※営業利益は本社費を除いて算出をしています。
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マネジメント事業

（単位：百万円）

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期比

売上高 1,071 1,198 111.9%

営業利益 153 112 73.2%

営業利益率 14.4% 9.4% -

■09期 6月期 業績 総括

スポーツ分野では北京
オリンピックで活躍した
北島康介や、上田桃子
ら契約アスリートの肖像
権契約等の売り上げが
順調に推移し、また、ス
ペシャリスト分野におい
ても中田英寿をはじめと
して各案件が順調に推
移した。

※営業利益は本社費を除いて算出をしています。
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コンテンツ開発事業

（単位：百万円）

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期比

売上高 1,100 1,199 109.0%

営業利益 235 123 52.3%

営業利益率 21.4% 10.3% -

■09期 6月期 業績 総括

「TAKE ACTION」の地
方での開催や、水泳普
及のイベント「コカ・コー
ラ 未来への夢はじめよ
う。」、都庁で開催した
「Tokyo Snow Stｙｌe」等、
スポンサー企業や各競
技団体及び地方自治体
などと連携して社会的に
インパクトのあるイベン
トを企画・実施すること
ができたが、一方で受
注件数は想定を下回っ
た。また収益性の高い
自社コンテンツ事業を思
うように進捗させられな
かった。

※営業利益は本社費を除いて算出をしています。
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業績推移－SP事業①

総括

大手広告代理店経由の
受注獲得体制の強化に
加え、キャラクターグッ
ズ等のOEM制作などに
よる受注拡大を見込ん
でいたものの、景気後
退の影響を受け受注規
模が縮小した。

（単位：百万円）

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期比

売上高 3,441 2,527 73.5%

営業利益 137 56 41.1%

営業利益率 4.0% 2.2% -

■09期 6月期 業績

※営業利益は本社費を除いて算出をしています。
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費用分析（売上原価・販売管理費）

※ 人件費は売上原価に含む人件費と販売管理費に含む人件費の合計。役員報酬含む。

（単位：百万円）

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期比

売上原価 5,462 4,758 87.1%

売上原価率 80.4% 80.8% ―

販売管理費 965 1,057 109.5%

人件費 1,095 1,170 106.8%

販売管理費率 16.1% 19.9% ―

POINT
・上場に伴う監査費用の増加、上場に係わるその他費用(広報IR室の設置、内部監査室の設置、J-SOX準備等)の増加、
さらには株式会社モックに対する貸倒引当金10百万円を含む貸倒引当金繰入額の増加などにより、販管費が増加。

・当期から連結対象とした株式会社フライパンで経営する「bills」（七里ガ浜店)については、運営をすべて委託する契約
形態をとっているため、店舗での人件費などすべて原価として計上。売上原価率は95%以上と非常に高いため、全体と
して売上高の減少の割りに売上原価が微減という状況。
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貸借対照表

08/６期
実績

09/６期
実績

前期比

流動負債 2,208 1,653 -555

固定負債 518 250 -268

負債合計 2,726 1,903 -823

純資産合計 1,105 1,580 475

負債・純資産合
計 3,831 3,484 -347

08/６期
実績

09/６期
実績

前期比

流動資産 2,867 2,346 -521

（うち）現金貯金 656 509 -147

（うち）受取手形及び
売掛金 1,898 1,325 -573

固定資産 964 1,138 174

（うち）有形固定資産 752 783 31

資産合計 3,831 3,484 -347

（単位：百万円）（単位：百万円）

POINT
〈資産の部〉
■受取手形及び売掛金が減少。

〈負債の部〉
■株式上場に伴う増資の調達資金用途の一つであった長期借入金の返済などにより、固定負債が減少し、負債合計も
減少。

〈資本の部〉
■株式上場に伴う増資により、自己資本比率は28.8％（08年6月期）から45.2％に大幅に上昇。
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キャッシュフロー

（単位：百万円）

08/６ 期実績 09/６ 期実績 前期増減

営業活動CＦ △17 △55 △38

投資活動CＦ △25 △230 △205

財務活動CＦ 128 135 7

現金および現金同等物の期末残高 656 509 △147

POINT
■営業活動CF
プラス要因としては、コンテンツ開発事業及びSP事業の売り上げにかかる受取手形残高の減少を含んだ売上債権の減
少。マイナス要因としては当期利益の減少。

■投資活動CF
レストラン「bills」の設備取得を含む有形固定資産の取得による支出、本社移転による敷金補償金の支出が主な要因。

■財務活動CF
上場に伴う株式の発行による収入、短期借入金の純減額、長期借入金の返済としての支出によるもの。
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10年6月期 連結業績予測
（単位：百万円）

連結
09/６
通期

10/６
通期予想

前期比

売上高 5,889 6,579 111.7%

営業利益 74 98 132.4%

営業利益率 1.3% 1.5% ―

当期純利益 0.13 39 300.0%

配当 0 7円00銭 ―

POINT
・経済環境は依然厳しい状況だが、当社の根幹であるPR事業に関しては不況期だからこそ脚光を浴び
つつあると認識。
・従来型の固定報酬型での受注業務に加えて、より収益性が望める成功報酬型のビジネスモデルの導
入も推進。
・参入から15年の実績を積んだアスリートマネジメント事業においても、スポーツに関わる様々なビジネス
シーズを開発、実現させていくためにスポーツマーケティング事業という位置づけで強化。
・並行して全社一丸となって推進中のコスト削減策を実施し、コストマネジメントを強化。利益率向上に努
める。
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１．今期のトピックスと決算実績

２．今後の成長戦略と課題

３．ご参考
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当社のポジショニングと外部環境の変化

コンテンツ有
（オリジナル）

コンテンツ無

長期展開型ビジネス

短期集中型ビジネス

※長期展開型ビジネス：人・企業などのブランディングを長期的視野に基づいて行うモデル

ブランディングという長期的 スパンで、自
社が保有するコンテンツに対してＰＲのノウ
ハウで価値を最大化させ収益を生み出す、
Only One のビジネスモデルを構築中

既存PR
会社

既存SP
会社

既存イベント会社

既存芸能
プロダクション

サニーサイドアップ

Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ
ビジネス領域
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コスト管理強化に向けての課題：
各事業の類似企業と比較して低い利益率

・全社一丸となって推進中のコスト削減や組織変更などによる体質強化
・不採算案件に関しては、人員配置や外注費の見直しも実行。
・業務開始前の利益率精査など、社員個々のコストマネージメントへの意
識高揚を図る。

改善ポイント：更なる削減が可能な、主にオペレー
ションコストの見直し
受注案件のコストマネジメントの見直しと実施
オペレーション効率をあげるための組織改編

→進行中

当社を取り巻く事業環境と改善ポイント
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当社を取り巻く事業環境と改善ポイント

営業力強化に向けての課題：
各事業シナジーを生むためのワンストップでの
営業体制の不備

これまでの各事業での営業活動に加え、全社の持つコンテンツ、リソースの有効活
用を最大化するために代表取締役副社長直下に「営業本部」を新設し、ワンストップ
でお客様のニーズにお応えする体制を整備、すでに稼動しています。

改善ポイント：各事業経験者を組織化し、情報を集約
することで全社の営業強化→着手済み
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当社を取り巻く事業環境と改善ポイント

数多のメディアでも取り上げられているように、旧来型の広告宣伝の限界があること
に加えて、高い費用対効果という特性が不況期だからこそ脚光を浴びつつあると認
識しています。厳しい外部環境の変化を逆に好機と捉え、これまでの実績で培った
お客様とのパートナーシップを深めていくことで、まずは従来の固定報酬型での受注
業務という足元を固め、基礎基盤を強化。その一方、進捗が芳しくなかった高収益が
望める成功報酬型のビジネスモデルの導入も早期実現を図ります。

ＰＲ事業の課題：
厳しい経済状況に加えて、
成功報酬型モデルなどの進捗遅れ

改善ポイント：固定報酬型ビジネスの基盤強化と成功報
酬型ビジネスの早期実現→進行中
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当社を取り巻く事業環境と改善ポイント

マネジメント事業の課題：
広告業界をめぐる環境変化の中、
肖像権収入に依存することなく、スポーツを軸にした、
新たなビジネスモデルの開発が急務

アスリートマネジメント事業において、これまでの経験とネットワークを最大限に生か
し、スポーツに関わる様々なビジネス・シーズを開発、実現させていくため、スポーツ
マ－ケティング事業を新設するなど、強化策を図っています。※詳細は以降

改善ポイント：スポーツビジネスの強化と特化→着手済み
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【アスリートマネジメント】抱える課題

肖像権（所属契約も含む）で、年間数億円の収入を見込める、
日本におけるトップアスリート。（日本では、5～10人程度）

カテゴリーⅠ：肖像権分野におけるトップアスリート

肖像権・所属契約、イベント出演料などで、年間2000万円以上の収入が見
込める、または、将来的に1億円以上の収入が見込めるアスリート。

カテゴリーⅡ：肖像権分野における次世代アスリート

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

カテゴリーⅢ：キャスティングなどで活躍するアスリート

イベントや講演会で、年間400万円以上の収入が見込めるアスリート。
引退したアスリートも含め、さまざまな競技種目が対象。

カテゴリーⅣ：スポーツとは別の仕事で生計を立てているアスリート

他の仕事をして生計をたてて、競技をしているアスリート。
学生スポーツや日本ではマイナーとされる競技のアスリート。

トップスポーツのアスリートは、約2万5000人。

そのなかで、アスリートマネジメントの恩恵を受けているのは、ほんの一握りだけである。
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【アスリートマネジメント】対象とする競技とアスリートについて

ゴルフ、野球、サッカーなどの
プロスポーツを中心に、
競技に絞る

プロスポーツや
オリンピック競技に限らず、
幅広い競技を対象

ゴルフ、野球、サッカーなどの
プロスポーツを中心に、
強みを発揮できる競技に集中

プロスポーツや
オリンピックに限らず
対象競技は幅広く

肖像権分野での
トップ５に限定して
極少数を対象に

アスリートの魅力を重視し
トップや次世代
のアスリートを対象に

トップアスリートを軸に、
発掘／育成する次世代、
引退した選手を含め
同一競技で多数

トップアスリート、次世代、
引退した選手を含めて
とにかく多数

【ＮＡＫＡＴＡモデル路線】
売上高は減少するが
収益性が期待できる

【現状路線の踏襲】
売上高は微増するが
収益性は低下予測

【ＩＭＧ類似のモデル路線】
売上高は増加し、
収益性は微増か微減

【吉本類似の巨大権力路線】
売上高は順次増加するが
収益性は一時的には悪化

アスリートの引退や契約解除
対象とする競技の数が多い
ために、力が分散し、成長の
スピードが鈍化

・対象競技の人気の波に
直に 影響を受ける。
・対象外の競技での機会損失

・人やシステム整備などに
対する先行投資が大きい。
・トップアスリートが敬遠する
可能性が高い。

①超ハイエンド集中 ②アスリート集中拡大 ③競技集中拡大 ④全方位拡大

対象
競技

対象
選手

特徴

リスク
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【アスリートマネジメント事業】事業領域の拡大を図る

【事業ビジョン】

アスリートマネジメントでの強みを活かし、事業領域を拡大し、付加価値の高い「スポーツを楽しむ体験」を
提供するスポーツマーケティングにおける圧倒的Ｎｏ１の存在になる。

【Ⅰ】
《アスリートマネジメント事業》
対象とする競技を選択・集中し
次世代から引退したアスリートまで数を増やし、
自主イベントへの活用やキャスティングの強化

提供

【Ⅴ】
《スポーツイベントのプロモート事業》

Ｄｏスポーツを中心とする競技において
「付加価値の高いスポーツの体験」を
提供する自主イベントの企画・実施

》
【Ⅱ】
《スポーツマーケティング・コンサルティング事業》

対象とする競技の団体・プロチームに対する
スポーツマーケティング領域における
コンサルティングの実施

【Ⅳ】
《大型スポーツイベントとのコラボレーション事業》
既存の大型スポーツイベントにおける
集客・売上・ＰＲ効果増大を目的とした
マーケティング施策の企画・実施

国内外

【Ⅲ】
《スポーツ・ビジネス分野における研修事業》

スポーツをビジネスに活かしたいビジネスパーソンや
スポーツをビジネスとしたいスポーツ関係者を対象に、
人材育成とネットワークづくりを目的とした
国内外の研修事業を実施

Ｂ ｔｏ Ｐ

Ｂ ｔｏ Ｃ
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３．ご参考

２．今後の成長戦略と課題

１．今期のトピックスと決算実績
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会社概要

株式会社サニーサイドアップ

代表取締役 社長 次原 悦子

1985年（昭和60年）7月1日

4億2972万円

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷四丁目12番8号

142名（連結・2008年9月30日現在）

株式会社ワイズ・インテグレーション

・広報および広告代理業

・イベント、セールスプロモーションの企画、制作、運営

・スポーツ選手、文化人等のマネジメントおよびエージェント業務

2008年（平成20年）9月5日

大阪証券取引所 ヘラクレスグロース市場（証券コード：2180)

代表取締役 次原悦子（1985年 当社設立）

代表取締役副社長 渡邊徳人（2002年 税理士法人渡邉国際会計事務所代表社員）

常務取締役 松本理永（1985年 4月入社）

社 名

代 表 者

設 立 年 月 日

資 本 金

本 社 所 在 地

従 業 員 数

連 結 子 会 社

主 要 業 務

上 場 日

主 要 役 員

主 要 取 引 先 ：

（ 五 十 音 順 ）
株式会社アサツーディー・ケイ／株式会社テレビ朝日／ 株式会社電通／株式会社東急エージェンシー

株式会社東京放送／株式会社東ハト／ 株式会社博報堂／株式会社フジテレビジョン／ 株式会社ロッテ ／ソニー株式会社

日本コカ・コーラ株式会社／日本テレビ放送網株式会社／ 日本放送協会／日本マクドナルド株式会社

日本郵政株式会社／ユニリーバ・ジャパン株式会社他
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ミッション

わたしたちの財産は、新しい未来を創り、この目で見たいという情熱と、

それを支える好奇心、想像力、行動力です。

“たのしいさわぎをおこしたい”

この言葉を旨に、人と人とをつなげ、人の想いを伝えてきたわたしたちは、

ムーブメント製造業のパイオニアとして、人の力を信じ、

社会を豊かにする出来事をつくっていくことを約束します。

サニーサイドアップの約束
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会社沿革とビジネスの拡大

多方面から

Value Up Bizを実現

1985 1990 1995 2000 2005 2010 20XX

1985年
東京都中野区に、PR会社として株式会社サニーサイドアップを設立。

1991年
宮塚英也（トライアスロン）と契約し、マネジメント事業に進出。

1998年
マネジメント部（現マネジメント本部）設置。中田英寿(サッカー)と契約。

2000年
エンタテインメント事業部（現企画開発本部）設置。

2008年
大阪証券取引所ヘラクレス上場

20XX年
新たなムーブメント創出

PRPR事業事業

スポーツマーケティングスポーツマーケティング
事業事業

コンテンツ開発事業コンテンツ開発事業

SPSP事業事業
2006年
㈱ワイズ・インテグレーション
子会社化
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多方面からのアプローチ

４事業のビジネスシナジーで更なるValue Upを図る

ＰＲのノウハウを各事業に提供

メディアリレーション

コンテンツＰＲ

顧客と人的ネットワークおよび情報
の相互提供

ブランディング先着

スポーツマーケティング事業

【人の輝きをつくる】

自社コンテンツ（アスリート、スペャリ
スト）を各事業においてビジネス化

コンテンツ開発事業
【わくわく、ドキドキをつくる】

顧客と流通ネットワーク情報の提供

ＳＰ事業
【アイディアで「売り」をつくる】

コンテンツの共有
クライアント情報の共有
ネットワークの共有
共同企画・共同提案

ＰＲ事業
【ニュースをつくる】
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本資料お取り扱い上の注意

・本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。
・本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではありません。
本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。
・本資料中の予想・予測などは、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリ
スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または
記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあります。ご承知おきください。

本件に関するお問い合わせ
管理本部 広報ＩＲ部

TEL 03(6894)3233 FAX 03(5413)3052
E-mail   ir@ssu.co.jp

HP http://www.ssu.co.jp

当社の最新情報はこちらから http://www.eggtimes.jp/


